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きた。うつ病尺度の中でも、老年期うつ病尺度(Geriatric Depression Scale; 
GDS)は老年期に特化した尺度である。超高齢化社会において、この尺度を精査











【方法】対象は高知県土佐町の 65 歳以上高齢者(1822 名)のうち、土佐町の健
康調査票に回答し（1581 名）、２年連続で GDS-15 回答の欠損がなかった 736
名を対象とした。2005 年、2006 年の GDS-15 を因子分析し比較した。基本的



















齢化社会で Geriatric Depression Scale(GDS)の因子構造を明らかにすること
は重要である。しかし、先行研究では、再現性、因子の意味の検討が不十分で
あり、本研究ではそれらを明らかにすることを目的とした。高知県 T 町の 65
歳以上高齢者で 2 年連続 GDS の欠損がない 736 名を対象とし、2005 年、2006
年の GDS を因子分析した。日常生活機能(ADL)、クオリティオブライフ(QOL)
などとの関連も検討した。解析の結果 GDS は 1 因子性が強い構造を持ってい
たが、GDS 因子分析レビュー結果では複数の因子が仮定されており、GDS の
一部の項目群のみが ADL 障害を予測することが示されていたため、複数因子を
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